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◇ 牧師からのメッセージ ◇ 

5月31日に仏教会と合同で行われた慰霊祭には、多くの日本人
学校の生徒達が出席していました。私は彼らに向かっておよそ

次のような話をしました。◆「メモリアル・デーのメモリアルという

言葉は、メモリー、つまり思い出という名詞から派生したもので

す。思い出は、時間とは違います。時間は戻ることはありません

が、思い出は何回も私たちの心の中に帰ってきます。時間は短

いか長いかで測りますが、思い出は濃いとか深いとかで測りま

す。◆人生は何を思い出とするかによってその質が決定されま

す。それは、「死に臨んで自分は何を思うか」と自分自身に問い

かけてみるとはっきりすると思います。皆さん想像してみてくださ

い。死に臨んであなたが思うもの、それは何でしょうか。いくら金

を稼いだかということではないでしょう。友達に比べて出世したか

ということでもないでしょう。

職場で何人の部下がいたか

ということでもない筈です。◆

死に臨んで思うもの、それは、

今までどれだけ自分は愛し、

どれだけ愛されたかというこ

とではないでしょうか。つまり

愛の思い出ではないでしょう

か。愛こそ私たち人間同士を

しっかりと結びつける帯です。愛が人生の思い出となるように生

きる、これこそ最も人間らしい人生であるに違いありません。◆

夏のような太陽が照りつける暑い日でしたが、生徒達は一生懸

命私の話に耳を傾けてくれました。後で一人の若いお母さんが

丁寧に挨拶をして下さいました。「有り難うございました。子供と

一緒に一生懸命聞いていました。」◆私は今更のように思いまし

た。愛は、老若男女の区別なく、私たちに立ち止まって考えさせ

る力を持っている、と。 

◇  日曜礼拝説教の要約  ◇  

■5月30日「二つの希望」ローマ5:1-5 使徒パウロはロマ書の中
でこのように言っています。「苦難は忍耐を生み出し、忍耐は練

達を生み出し、練達は希望を生み出す。希望は私達を欺くこと

がない。」 主イエスにおける希望はこの世の栄華と栄光で満ち

足りたバラ色の人生が目の前に突然開かれることを約束してい

ません。今という時を生きる私達に与えられた希望は、苦難や困

難にめげず人生と向き合い、暗闇の中で光の子として生きること

ができる希望です。◆しかし、そのような希望に突き動かされな

がらも、私達は旧約聖書の中のヨブが言うように「神よ、悪人が

栄え、善人が滅ぶのは何故ですか。」と問わざるを得ません。預

言者イザヤは「神よ、あなたは何処におられるのですか。」、預

言者エレミアは「神よ、あなたは何故沈黙しておられるのです

か。」と問いかけています。救い主が来たり給うた世界は、今も

不条理と不正義に満ちています。◆その意味で、私達に与えら

れている希望は、暗闇に光るロウソクのように暗闇に負けずに

光の子として生きるという希望です。すべての矛盾や不条理が

完全に克服され、私たちの流す涙がぬぐい去られ、苦しみや痛

みに我々の想像を絶する素晴らしい癒しが待ち受けているので

す。永遠なる命への希望が与えられているのです。◆私達は現

実の世界を不条理や不正義にめげないで生きる、永遠の命に

抱き入れられるという二つの希望に挟まれているのです。 この
二つの希望を合わせてパウロは「私達を欺くことのない希望」と

呼んだのです。 

■6月７日「神の微笑み」マタイ6:25-34 主イエスは「 思い悩む
な。」と言われました。しかし、私たちは生きる意味が分からなく

なるような心の傷を負ったり、深い失望に陥ったりすることがよく

あります。私は中学生の時YMCAのサマー・キャンプに参加しま
した。夕方ボートの錨を下ろすのを忘れてしまい、次の朝起きて

みるとそのボートが湖の真ん中で寂しそうにゆらゆら揺れていた

ので慌てたことを思い出します。神がいなければ、私達の「見え

る世界」はあの錨のないボートのようにゆらゆらと揺れ動く頼り

ない世界でしかありません。◆私達はもう一つの「見えざる世

界」が与えられ、「見える世界」と「見えざる世界」の二つの世界

に住処を持つ住人なのです。この人間の状態は、次のような比

喩をもって理解できます。早朝、カーテンを閉め切った暗い部屋

で眼を覚ましたとしましょう。眠い目をこすりながら窓を見ると、 
カーテンの隙間から明るい太陽の光が何条か寝室に侵入してき

て、暗いとばかり思っていた寝室は実は太陽の輝きに囲まれて

いたと気付きます。◆私達は「見える世界」を「見えざる世界」の

光を身に受けつつ生きているからこそ、私たちは目の前に立ち

塞がる虚無や絶望や諦めに打ちひしがれずに、今という時を人

間らしく正々堂々と生きていくことができる、これが主イエスの

「思い悩むな」という言葉の意味なのです。私達には神の微笑み

がいつも与えられ、いかなることが起きようとも、驚天動地の只

中に置かれようとも、注がれた神の微笑みが消え去ることはな

いのです。主イエスの言葉が虚偽である筈がありませんだから

思い悩むことはないのです。落胆することはないのです。 

◇  教会の建物修理  ◇  

建物修理チームは週1回の割合でミーティングを持ち、教会修理
のプランを検討しています。第一に取るべきステップは、専門の

業者に老朽化した建物全体を検査してもらい、修理すべき箇所

をリストアップすることです。チームはすでに複数の業者と会合

を持ち、どの業者を選ぶべきか検討しています。◆この修理は

相当な費用と時間のかかるプロジェクトとなる見込みですので、

会衆の皆さんの協力が大切です。6月27日12時50分より、プロジ
ェクトの現状を報告する会衆集会を持つ予定です。点検作業の

ための出費について会衆の承認を求めなければなりませんので、

教会員の方はぜひご参加下さい。詳細はご案内のレターに記さ

れています。また、プロジェクトにご興味がおありの方は是非チ

『教会はキリストの体、一人一人はその部分』  
コリントの信徒への第一の手紙12章27節  

日米合同教会は、特にニューヨーク市近郊に住む日本人並

びに日本に関心を寄せる人々に、礼拝、交わり、学び、伝道・宣教の業

を通してキリストの福音をのべ伝え、キリスト者として共に信仰を深めて

いくことを目的とする信仰共同体です。 
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ームに参加して会合にご出席下さい。問合せは教会事務所まで。

なお、チームのチェアは鈴木エリザベス姉とダウンズ理加姉です。 

◇  夏期キャンプ・修養会の情報  ◇  

■子供サマーキャンプ 恒例の小中学生夏期キャンプ「ディス

カバリーキャンプ」が、今年も7月25日（日）から8月6日（金）まで
ロングアイランドのシェルター島で開催されます。キャンプディレ

クターはユニオン日本語教会牧師の相良昌彦先生です。 

■東海岸合同ファミリーキャンプ 隔年で開催されている東海

岸日本語教会合同ファミリーキャンプが、9月4日（土）から6日
（月）にかけてエレンヴィルで行なわれます。今回は、テレビ伝道

などを通して広く福音を日本人に伝えられている榊原寛先生（ワ

ールド・ビジョン・ジャパン理事長、牧師歴45年）が主題講演をし
て下さいます。また、音楽ゲストとして岩渕まこと・由美子ご夫妻

も来られる予定です。米国の日本人信徒数百名が一同に会す

る貴重な時ですので、ぜひご参加下さい。第二次締め切りは7月
11日です。詳細は教会で配布している案内書類をご参考下さい。
JAUCでの問合せ・申し込みの窓口は鈴木香姉・教会事務所で
す。当日は教会から会場までバスが出ます。なお、キャンプ翌日

の7日には、岩渕ご夫妻のコンサートをJAUCでも開催する話も
あります。お楽しみに。 

◇  メンバー関連  ◇  

■山田メアリ姉の記念礼拝 先月帰天された山田メアリ姉の

記念礼拝が5月30日JAUCで開かれ、多くの人が出席しました。
式では、メアリ姉の甥の宮里マイケル氏、ジューン・ゴールドバ

ーク姉、また吉田小夜子姉がメアリ姉の思い出を語り、同姉のあ

たたかな人柄をしのびました。「人生の終わりまで、彼女（メアリ）

はいつも前向きで幸せな心を持っていました。私は今、天国から

メアリが私たちを見下ろしていて、こう言っているように思えてな

りません。『私は今天国にいて、神様に幸せで満ち足りた人生を

下さったことに感謝していますよ。私の人生を幸せにしてくれて、

みんなも本当にありがとう。私のことは大丈夫だから、もう心配し

ないでね。さあ、出て行って人生を思いきり楽しんでらっしゃい。

私は楽しみましたよ！』（宮里氏のスピーチより）」 

◇  お知らせ  ◇  

■夏のスケジュール  7月5日:鈴木牧師による日本人牧師と神
学生の神学の会を開催。於社交室 11-2時◆8月12日:日野原重
明博士（聖路加国際病院名誉院長）の講演会が当教会で開催。

時間と講演題はおってお知らせします。◆8月29日:古屋安雄先
生（国際キリスト教大学名誉教授）が「キリスト者の育成」という

題で説教予定。 

■スモールグループ（SG）日程確認  SG1「女性信徒の学びの
会」は基本的に第２・第４土曜日に開かれていますが、スケジュ

ールが変更することが時々

ありますので、参加される方

は事前にクラーク英香姉までご確認下さい。 

■婦人会バザー 婦人会は6月20日（日）午後に教会でバザー
を開催、約千二百ドルを売り上げました。収益金はハイチの復

興支援、および教会建物の修理のために用いられます。 

■VIP集会 6月VIP集会は14日に開かれ、天台宗の僧侶から
一転キリスト教の牧師になられた松岡広和先生（埼玉県川口・

めぐみ教会牧師）がお話されました。NY・NJ地区の日本人信徒
が集り学びや証しの時を持つこの集会は、毎月第2月曜午後7時
15分からJAUCで開かれています。 

■JCFNカンファレンス JCFN（日本クリスチャンフェローシップ
ネットワーク）主催のカンファレンスが5月末シカゴ郊外で開催さ
れ、JAUCからも三上直美姉など4名が出席されました。米国に
住む日本人クリスチャンの霊的成長とネットワーク作りを目的と

するこの修養会は、今年で8回目になります。今回は「WILL‐
わたしたちの歩む道」をテーマとして、私たちの思いや願いを越

えて働かれる神様のみ心について考えるプログラムを持ちまし

た。講師はバンクーバー日本語教会の福迫徹也先生です。 

■教会図書 教会図書のために、ヘンリ・ナウエン師の名著『こ

の杯が飲めますか？』（聖公会出版）と、ナウエン師に大きな影

響を与えたジャン・ヴァニエの著『人と出会うこと』（女子パウロ

会）の2冊が購入されました。また、以前JAUCに通われていたサ
ンフランシスコの伊藤かずお兄が奥様と共に6月13日に教会に
来られ、Kumi-koのCD「ソットヴォーチェ‐優しい声を聞いて‐」
のCDを教会図書に寄贈されました。歌手の方は伊藤ご夫妻が
通われている教会の牧師夫人とのことです。 

■教会音楽委員会の報告 カーン鈴子姉が、ご主人のラリー

兄を記念して、新しい合同メソジスト教会の讃美歌50冊を寄贈し
てくださいました。そこに収められた讃美歌は、現在日曜日の朝

10時半の賛美の集いで使われていますが、11時の礼拝で使うた
めには数が足りません。◆現在使われている赤い表紙の讃美

歌は、1966年に出版されたもので、形が崩れたり、表紙が破れ
たりしているものが多くなりました。それに、この1966年判の讃美
歌は既に絶版となり、将来出版されることはありません。新しく

出版された讃美歌は、礼拝で使うのに良い資料がたくさん入っ

ており、日本語の讃美歌にあるものと同じものが、より多く収め

られています。◆以上を鑑みて、私たちは新しい讃美歌125冊を
買い求めたいと考えています。なぜ１２５冊かというと、この讃美

歌は少なくともあと20年は使われるものであり、将来会衆の数が
増えることを念頭に置くと125という数が適当と考えられるからで
す。◆私たちは、日米合同教会の会員の方々や教会の活動に

関わっておられる方々に、一冊あるいは複数冊を寄贈してくださ

るようお願いする次第です。一冊の値段は ２５ドルです。ご希

望の方には、寄贈される讃美歌に「（名前）を記念して 」とか、
「神の栄光のために（寄贈者名）」という言葉を入れたラベルを貼

ることもできます。趣旨にご賛同頂ける方は、JAUC宛の小切手
のメモラインに「新しい讃美歌のため」と書いて礼拝の献金と一

緒に（または郵送）お出しください。 
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■クリスチャン・ゼブレイ牧師とアルファの祝会 7月17日昼
12時から2010年春アルファ卒業生のための集まりを開催します。
12時から昼食、1時半からメッセージ、2時半からリフレッシュメン
ト。◆NYCアルファ訓練の初日 事前登録要。場所: Trinity 
Baptist Church，日時: 7月17日午前10時から午後6時まで。詳し
くはダウンズ理加姉まで。費用: 個人35ドル、団体30ドル、学生
25ドル（昼食、飲食類込）。 

■春山宣教奨学金 : 6月17日、鈴木有郷牧師含め8名の委員
が出席する中、2010年度春山奨学金選考委員会が開かれまし
た。今年は8名の神学生が応募し、4名に各千ドル、4名に各５百
ドルの合計6千ドルの奨学金授与が決定されました。 

◇  祈りのリクエスト  ◇  

次の方々を日々の祈りに覚えて下さい。ロベルト・アセベード（ア

セベード兄のお父様）、ジェン・アーボン（春日姉のお嬢様）、伊

藤ゆう子、岩佐敏男、奥田久子、神崎ヨネ、熊田法子、小口愛

（ウェストミンスター教会）、ゴーマン美智子、野間美奈子、デスピ

ナ・プロドロミディス（ホーガン姉のお嬢様）、松本二三子、吉田

ジュンジ（バーンズ姉のご親戚）、劉正花諸兄姉（五十音順） 

◇  私の好きな聖句  ◇き 

■相田尚子姉 私の一番好きな聖句は、マタイによる福音書11
章28-30です。この箇所を読むたび、目頭が熱くなります。私にと
って、主はまず慰めのお方であると、実感させられる箇所です。

「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来

なさい。私があなたを休ませてあげます。わたしは心優しく、へり

くだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負って、わたし

から学びなさい。そうすればたましいに安らぎが来ます。わたし

のくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからです。」 

■市川香織姉 コリント人への第2の手紙12章9‐10節：「すると
主は、『わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこ

そ十分に発揮されるのだ』と言われました。なぜなら、わたしは

弱い時にこそ強いからです」。詩篇42篇2‐3節「涸れた谷に鹿が
水を求めるように神よ、わたしの魂はあなたを求める」。同：「神

を待ち望め。わたしはなお告白しよう。『御顔こそ、わたしの救

い』と」。ローマ人への手紙8章34節「キリスト•イエスが、神の右
に座っていて、わたしたちのために執りなしてくださるのです」。ヨ

ハネによる福音書3章16節「神は、その独り子をお与えになった
ほどに、世を愛された」。 

 

 

 

 

 

 

■Haruyama Scholarship Fund: On June 17th, Haruyama 
Scholarship Committee was held by 8 members including Rev. 
Suzuki. Eight seminarians applied for the scholarship, and the 
Committee decided that four should be awarded $1,000 and the 
remaining four were awarded $500 this year.  

◇   Prayer Requests  ◇  

Please remember the following people in your prayers: Roberto 
Acevedo, Jayne Arbon (Mrs. Kasuga’s daughter-in-law), 
Michiko Gorman, Yuko Ito, Toshio Iwasa, Yone Kanzaki, Sue 
Kubo, Noriko Kumada, Seika Liu, Fumiko Matsumoto, 
Minako Noma, Ai Oguchi (from Westminster Japanese Church, 
Atlanta GA), Hisako Okuda, Despina Prodromidis (Ms. 
Hogan’s daughter), Junji Yoshida 

◇   My Favorite Bible Verses!  ◇  

■Ms. Naoko Aita “My favorite scripture is Matthew 11:28-30. 
Every time I read this passage, tears well up in my eyes. This 
passage makes me realize that the lord is my comforter: ‘Come 
to me, all you that are weary and are carrying heavy burdens, 
and I will give you rest. Take my yoke upon you, and learn 
from me; for I am gentle and humble in heart, and you will find 
rest for your souls. For my yoke is easy, and my burden is 
light.’”  

■Ms. Kaori Ichikawa 2 Corinthians 12:9-10: “And He has 
said to me, ‘My grace is sufficient for you, for power is 
perfected in weakness.’” Psalm 42:1: “As the deer pants for the 
water brooks, so my soul pants for You, O God.” Psalm 
42:11b: “Hope in God, for I shall yet praise Him, The help of 
my countenance and my God.” Romans 8:34: “Christ Jesus … 
who is at the right hand of God, who also intercedes for us.” 
John 3:16: “For God so loved the world, that He gave His only 
begotten Son…”  

 

 

 

 

Receipt & Expense Report May Y-T-M  
Receipt 71,607 92,124 

Pledges 28,214 28,744 
Other offering 18,506 12,721 
Fund Transfer 18,599 43,643 

 
 

Interest & Dividend 6,288 7,016 
Expense 65,440 95,600 
Net Income 6,167 -3,176 


